
                  

 

 

 

 

 

 愛荘町上蚊野集落で獣害対策研修会を実施 

 
愛荘町の野生獣被害は 10 年ほど前の 500 万円をピークに６分の１程度まで減少し

ていますが、サル被害対策への声は根強く残っています。 

 当課では愛荘町獣害対策協議会を通じて各集落に出前講座を呼び掛け、１月２４日

に上蚊野集落で獣害対策研修会を開催しました。 

 

研修会の受講者は集落から８名で、当課より愛荘町の野生獣被害の概要を、獣害対

策アドバイザーより獣害対策のノウハウについて説明を行いました。 

質疑応答から、サルの被害が目立ってきている、カラスの害も多い、侵入防止柵の

除草や電牧線の補修などのメンテナンスが出来ていないことなど、問題点が分かって

きました。 

 

集落には柵の管理を行うノウハウがなく、近年は補修も行ってきていないので、２

月のうちに隣の松尾寺南集落と合同で電気柵の保守管理研修を行う事となりました。 

 

当課では今後も被害集落に働きかけ、獣害被害を減らすために集落の取り組めるサ

ル対策について支援を続けていきます。 
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